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Ⅰ．は じ め に
江別市近郊の札幌市と岩見沢市には，それぞれ札幌大
谷大学や北海道教育大学岩見沢校があり，そこで音楽の
専門教育が行われていることは北海道のクラシック音楽
愛好家であれば誰もが認識している。しかし，北翔大学
生涯学習システム学部芸術メディア学科の音楽コース
は，設立してから１０年目を経ているにもかかわらず，い
まだ知名度がふるわない。立地している江別市の住民の
ほとんどが芸術メディア学科音楽コースの存在を知らな
いという現状がある。
そのため，大学として音楽で地域に貢献し，そのこと
によって認知度も上げたいと考え，今回のレクチャー・
コンサートを企画した。
「研究の目的」は，以下の４点である。
①大学からの地域への音楽情報の発信
②音楽イヴェントによる地域活性
③地域住民の生涯学習（音楽）への貢献
④コンサート形式による学生への教育的効果
PAL６ホールは北翔大学（北海道江別市文京台２３）の
PAL（パル）６階にある多目的ホールである。パイプ
椅子を並べると約５００席が確保でき，通常は式典や講義
などにも使用されている。
芸術メディア学科音楽コースでは，ピアノ・声楽・管
打楽器・サウンドデザイン（コンピュータ・ミュージッ
ク）の専門教育が受けられるが，弦楽器（バイオリン，
ビオラ，チェロ等）の科目が開講されていない。それを
補うためにも，PAL６レクチャー・コンサートでは，弦
楽器を中心に据えた。特に，弦楽四重奏（第１バイオリ
ン，第２バイオリン，ビオラ，チェロ）の形態は，オー
ケストラの弦楽器群の形態に相当し，多くの作曲家が手
がけて数々の傑作が残されている領域である。ただ，日
ごろ，弦楽器に接しない学生にとっては馴染みがないた
め，日常，学習しているピアノを加えたピアノ四重奏，
ピアノ三重奏の室内楽でプログラムを組んだ。
北方圏学術情報センターポルト音楽教育研究プロジェ
クトの研究活動の一環として，また，北翔大学芸術メ
ディア学科音楽コースピアノゼミの学習発表の場とし
て，毎年１月に江別市えぽあホールで開催している『え
ぽあ新春コンサート』も，「研究の目的」は上記３点
（項目①，②，④）と，おおむね同じである（項目③の
み除外）。
えぽあホールの素晴らしい響きの中で，多くの一般客
が参加し，新春を祝うイヴェントとしてクラシックやポ
ピュラー，ジャズなどのジャンルを問わない音楽を楽し
む鑑賞会に対して，PAL６レクチャー・コンサートで
は，主催者・出演者（レクチャー，演奏），参加者（学
生，一般）にとって生涯学習（音楽）を楽しく推進でき
る“きっかけ”にするための鑑賞会にしたいと考えている。
上記で述べるように，「えぽあ新春コンサート」との
相違点は，以下の３点である。
①教員や大学院生，研究生の研究発表に比重を置いた
企画であること
②室内楽を中心とした，レクチャーを目的とした企画
であること
③北翔大学の施設を会場とし，開催時期が夏から秋で
あること
研究報告
鈴 木 しおり（北翔大学 生涯学習システム学部 芸術メディア学科）
抄 録
北翔大学生涯学習システム学部芸術メディア学科音楽コース・ピアノゼミでは，地域への大
学開放や住民との連携を，音楽文化を通して試みようと「PAL６レクチャー・コンサート」を
２００８年度，２００９年度と主催している。２００９年度の第２回には，北方圏学術情報センター音楽教
育研究プロジェクトが共催として参加し，この企画を音楽振興の研究・調査の対象とした。今
回は，実施企画の概要，プログラム，アンケート集計の結果を報告する。
キーワード：音楽振興，大学開放，レクチャー・コンサート，生涯音楽
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公演実施に関する報告書
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北方圏学術情報センター年報 Vol．２
―１３５―
写真１ ピアノ四重奏
資料１．公演チラシ
次に，実施計画の概要について述べる。
Ⅱ．実施計画の概要
１ 事業の名称：
【第１回，平成２０年度（２００８年度）】
PAL６レクチャー・コンサート
～モーツアルトの室内楽を中心に～
【第２回，平成２１年度（２００９年度）】
PAL６レクチャー・コンサート
～ドヴォルザークの室内楽を中心に～
２ 事業実施の趣旨：
音楽振興（生涯学習）を目的とした企画
３ 事業の実施地域（実施市町村名）：北海道江別市
４ 主催団体名：
【第１回】北翔大学大学生涯学習システム学部芸術メ
ディア学科音楽コース・ピアノゼミ
【第２回】北翔大学大学生涯学習システム学部芸術メ
ディア学科音楽コース・ピアノゼミ
北方圏学術情報センター音楽教育研究プロ
ジェクト
５．主催責任者名
鈴木しおり（北翔大学生涯学習システム学部芸術メ
ディア学科音楽コース教授，北方圏学術
情報センター音楽教育研究プロジェクト
研究代表）
６．後 援：江別市教育委員会
７．協 賛：NPO法人えべつ楽友協会
８．事業の実施期間
第１回 ２００８年（平成２０年）６月８日（日）
１５：００～１７：００
第２回 ２００９年（平成２１年）７月１２日（日）
１５：００～１７：００
１０．開催施設名（会場名）：北翔大学 PAL６ホール
１１．事業の内容
①大学開放と音楽振興（生涯学習）に関する企画の
立案，実施と調査。
②学生による運営，研究生・大学院生と教員，学外
講師（学外演奏者）によるレクチャーと演奏（大
学開放）。
③弦楽器とピアノによる室内楽を中心としたプログ
ラム。
１２．地域における「大学開放」と「音楽振興（生涯学習）」
の趣旨
音楽振興（生涯学習）の鍵は，音楽系大学と地域住
民との交流にあると位置づけ，そのネットワークつく
りを，本公演をきっかけに行う。
１３．収支予算書：別紙添付（省略）
１４．事業を実施するための組織及び機構図
主催団体・主催責任者・研究プロジェクト・後援団
体・協賛団体・講師・演奏者・スタッフ・外部講師
（特別演奏，演奏補助を含む）
Ⅲ．プログラム等・アンケート集計からの抜粋
公演当日のチラシ，プログラム，レジュメ，アンケー
ト用紙と集計グラフや，自由記述回答からの抜粋を記載
する。
１．第１回PAL６レクチャー・コンサート～モーツア
ルトの室内楽を中心に～
当日の聴衆としての参加者は１２０名ほどであった。そ
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写真２ 学生の演奏
のうち，約６０名が本学の学生で，「ピアノ基礎Ⅰ（芸術
メディア学科・１年次）」「ピアノ表現Ⅰ（同学科２年
次）」「芸術論（全学共通科目１，２年次）」「生涯学習音
楽指導論（芸術メディア学科・３年次）」「生涯学習音楽
指導特論（生涯学習研究科・１年次）」の５科目の授業
において音楽鑑賞学習に位置づけた。３０００枚作成したチ
ラシは，北翔大学近隣高校１１８校へ郵送するなど，広報
活動にも使用した。
１）プログラムとアンケート集計
「モーツアルトの室内楽を中心に」という副タイトルを
つけており，当日の会場・聴衆・講師・演奏者などのコ
ンサートを取り巻くさまざまな条件（物的・人的）を考
慮して，選曲をした。ねらいとしては以下の２点があげ
られる。
① モーツアルトの室内楽を，レクチャーを通して多様
な角度から鑑賞する。
② 室内楽（アンサンブル）という家庭的なジャンル
を，学生と地域住民とで共有し，一体感を味わう。
プログラム１曲目は，オープンニングに相応しく研究
生と在校生（大川千里，難波陽介）によるサクソフォン
２重奏で，モーツアルト作曲アイネクライネ・ナハト・
ムジーク（編曲）で，明るく軽快にスタートをきった。
２曲目は，同様にサクソフォン２重奏でジャズ・スタ
ンダード「チュニジアの夜」の演奏である。意外な展開
と言えるかもしれないが，聴衆のほとんどが学生で，日
頃より親しく接するサクソフォンの魅力をまずは充分に
味わってもらうという，いわば“寄り道”である。プロ
グラムの最初の段階で“寄り道”をするのは，学生の興
味関心をリラックスした雰囲気の中から引き出そうとい
うねらいである。
３曲目は，研究生（宮崎 航）によるクラリネット協
奏曲第１番の第１楽章（短縮版）だが，この曲は２００８年
２月の卒業演奏会で彼自身が演奏した曲で，モーツアル
ト作品の中でも傑作の一つである。
４曲目は，学外講師の高杉奈梨子氏によるバイオリン
の楽器紹介や，マスネ作曲「タイスの瞑想曲」の独奏で
この楽器のもつ高音域の魅力を解説・演奏披露した。
５曲目は，同じく学外講師の鈴木理恵氏によるビオラ
の楽器紹介とマスカーニ作曲「オペラ“カバレリアルス
ティカーナ”の間奏曲」の独奏で，ビオラの中間的な音
域や音色の魅力を解説・演奏披露した。
６曲目は，同じく学外講師で札幌交響楽団の文屋治実
氏によるチェロの楽器紹介とパラディス作曲「シチリ
アーナ」の独奏で，チェロの音域の広さや音色の魅力を
解説・演奏披露した。
学外講師による３曲は，いずれもモーツアルト作品で
はないが，あくまで楽器の魅力を最大限に発揮する小品
を選び，その個々の特徴を知ることで，続く第２部での
ピアノ４重奏の鑑賞の手引きにするねらいである。
７曲目は，在学生・卒業生・研究生による金管５重奏
でアニメのジブリ作品からの「天空の城ラピュタ・メド
レー」であった。ここでは，個々の金管楽器（トラン
ペット２，ホルン１，トロンボーン１，チューバ１）と
モーツアルトの音楽とのかかわりを，特にホルン協奏曲
などを引き合いに解説したり，モーツアルトの生きた時
代における楽器の発達過程について述べるなどした。と
はいえ，授業として出席を強いられている学生へのサー
ビスの意味も大きい。ジブリの曲目は，レクチャーコン
サートには相応しくないように見えるが，マチネ〈昼公
演〉でもあり，続く第２部のピアノ４重奏を，集中力を
もって聴いてもらうためにも，会場が日頃なじんでいる
管楽器の音色によって，リラックスした雰囲気になるこ
とは重要であった。。
第２部のモーツアルト「ピアノ４重奏 K．４７８ ト短
調」の演奏でのねらいは，バイオリン，ビオラ，チェロ
の３種の弦楽器（擦弦楽器）とピアノ〈打弦楽器〉の多
様な音の重なりによる“音楽の豊かさ”や“アンサンブ
ルの面白さ”を聴きとってもらうことにある。この曲
は，アットホームな親しみやすい表情の中にも，傑作が
多いと言われているト短調作品ならではの魅力があり，
今回の学生と地域住民とが共有する企画に相応しい演目
であったと考えている。
レジュメの掲載は省略するが，大学院生（牧野 瞳）
が作成を担当した。
以下に，当日のプログラムを掲載する。
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２）アンケート集計―PAL６～モーツアルトの室内楽を中心に～
アンケート回答数は４０名で，そのうち２８名が本学の学生であった。
図１．北翔大学の学生ですか（人数）（項目１） 図２．性別（項目１）
図３．年代（項目１） 図４．学内に入られたのは初めてですか（項目２）
図５．居住地（項目３） 図６．周知方法（項目４）
図７．公演全体の印象（項目５） 図８．レクチャーの内容（項目６）
図９．選曲（項目７）
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資料６ 第２回公演チラシ
３）アンケートの自由記述回答からの抜粋
・せっかくの機会をもっと多くの人々に知っていただく
ことも必要です。新聞記事も見逃すほどでした。
・素晴らしい演奏を地域に開放していただいたこと感謝
します。
・楽器や音階の説明があり良かった。今後は楽譜記号や
音程の説明があればありがたい。
・クラシックもいいけれど，もう少しなじみのある曲も
聞きたかったです。
・こんな身近に楽器演奏の教育の場があるとは知りませ
んでした。個々の技術の高さに驚かされました。
・弦は生演奏を聴く機会があまりないため，こういう機
会がありよかったです。
・モーツァルトの室内楽と言うことだったが，アレンジ
などあってもよかった。「チュニジアの夜」がアルト
サックス２本でやるのはよかったです。
・金管５重奏でのジブリは楽しかったが，選曲にもうひ
と工夫欲しかった。みんなが知っている曲ならもっと
迫力あるものやってほしいです。クラリネットの速い
メロディーがすごいと思いました。
２．第２回PAL６レクチャー・コンサート～ドヴォル
ザークの室内楽を中心に～
公演チラシ（資料６）を掲載する。当日の聴衆として
の参加者は２２０名ほどであった。そのうち，約１０名が本
学の学生で，「ピアノ基礎Ⅰ（芸術メディア学科・１年
次）」「ピアノ表現Ⅰ（芸術メディア学科２年次）」「生涯
学習音楽指導論（芸術メディア学科・３年次）」の３科
目の授業において音楽鑑賞学習に位置づけた。学生の参
加者が少ないのは，他の音楽行事が重なったことや，前
年度旧カリキュラムの「芸術論」は平成２１年度新カリ
キュラムで他科目へ統合され，「生涯学習指導特論」は
院生がいなかったため開講されなかったなどの要因によ
るものである。５０００枚作成したチラシは，北翔大学近隣
高校１１８校へ郵送するなど，広報活動に使用した。他に
も，直前の江別市民会館での演劇（江別市民演劇鑑賞
会）例会とえぽあホールでの催し物（えべつ楽友協会主
催）や札幌市 kitara ホールでの室内楽（Kitara 自主公
演）にチラシ折込みを実施した。江別広報誌にも掲載す
るようにした。 知名度の高い札幌交響楽団コンサート
マスター・大平まゆみ氏の参加を得て，広報活動も更に
スムーズに展開した。
１）プログラムとレジュメ
今回の企画では，地域住民が大半を占めたことから，
プログラム前半と後半はポピュラー・ジャズなどの親し
みやすい曲目でかため，中間にドヴォルザークの作品３
曲でレクチャーをするという構成にした。
前半は，フィギュアスケート・浅田真央選手の音楽と
して流行となったハチャトリアン作曲「仮面舞踏会」
や，平原綾香がヒットさせたホルスト作曲「ジュピター
（木星）」，ジャズ「チュニジアの夜」などを演奏し，後
半はアンコールとして文屋治実氏が石川啄木の短歌によ
る歌曲「初恋（編曲版，チェロ独奏）」と，バイオリン
独奏で大平まゆみ氏のオリジナル曲「From My
Heart」の披露があり，大いに会場が沸いた。
中間はチェロの「インディアン・ラメント（インディ
アンの哀歌）」で，ドヴォルザークが渡米した際の音楽
的に受けた刺激や，「ユモレスク」のリズムにまつわる
彼の“鉄道好き”のエピソードなど，学外講師ならでは
のユーモアに富んだレクチャーであった。配布資料のレ
ジュメの作成や，それに基づく解説はピアノゼミ生が担
当した。
ピアノ３重奏曲「ドムキー」は，このジャンルでは傑
作とされ多くのファンがいる。クラシック作品の枠に収
まりきれない個性的な作品だが，生演奏が大学施設で気
軽に聴けるということで，アンケートでは好評の意見を
多く得ることができた。以下に，プログラムを掲載す
る。
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図９．北翔大学の学生ですか（項目１） 図１０．性別（項目１）
図１１．年代（項目１） 図１２．学内に入られたのは初めてですか？（項目２）
２）アンケート集計
アンケート回答数は７５名で，そのうち４名が本学の学生であった。また，新たに「芸術メディア学科音楽コースを
ご存知でしたか？」という項目を追加した。
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頁
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図１３．芸術メディア学科音楽コースをご存知でしたか（追加項目） 図１４．居住地（項目３）
図１５．周知方法（項目４） 図１６．公演全体の印象（項目５）
図１７．レクチャーの内容（項目６） 図１８．選曲（項目７）
３）アンケートの自由記述回答からの抜粋
・音楽の楽しさを教えてほしいです。
・月１回など定期的にミニコンサートがあれば嬉しいで
す。
・この企画をシリーズ化して，音楽の知識と楽しみを地
域の私たちにも与えてくれたら嬉しいです。
・楽器の指導と言う経験をしてから，一般でちょっとだ
けの楽器経験者による場を設けてほしいです。
・札幌在住の演奏家の協力を得ながら，一般の聴衆と一
体となったコンサートを推進していってはどうでしょ
うか。
・親しみのある選曲で楽しかったです。
・分かりやすい説明と高度な演奏に感心しました。
・ドムキーを楽しみにしてきましたが，他の曲もなじみ
があり，楽しめました。
・文屋さんの「初恋」，大平さんのオリジナル曲「From
My Heart」と，アンコールも嬉しかったです。
写真３ ピアノ三重奏
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写真４ 楽器の説明
写真５ バイオリン独奏（大平まゆみ氏）
写真６ チェロ独奏（文屋治実氏）
写真７ 学生の司会
・楽器の話が興味深かったです。
・年一回はもったいない。学生さんの発表の場としても
機会を増やしていただきたい。聞く側も刺激してほし
いです。
・ステージをあげることはできないのでしょうか。演奏
中の表情も見ながら鑑賞したいです。
・札響の方の演奏を間近で聴けてよかった。
・宣伝活動をもっと幅広くして，何回も続けてくださ
い。
・素晴らしい音楽との出会いに感謝です。
・カーテンを閉めると音が吸収されて，聞き取りにくい
と思います。
・マイクにノイズが入り，お話が聞き取りにくくて残念
です。
・生涯学習センターの受講者として参加していますが，
受講の際にセンターの方が一言，この会の案内を言っ
てくださることで知ることができ，ありがたかったで
す。
Ⅳ．お わ り に
PAL６レクチャー・コンサートを２年間にわたり開催
し，アンケート結果からは概ねこの企画の趣旨に対する
賛同や期待が得られたものと結論づけている。
ところで，音楽の生涯学習は，スポーツの生涯学習に
くらべ，いまだ認知度が低いといわざるを得ない。なぜ
なら，「生涯スポーツ」という単語同様に「生涯音楽」
という単語は周知されてはいない。近年，ロコモ対策等
で“寝たきり老人”を回避するために筋力に注目が集
まっている。そのため，筋力トレーニングをすることが
当たり前になり，アスリートでなくとも人々が自分の
ペースに合わせて日々，運動に励んでいる。
音楽も同様に，別に音楽家でなくとも自分のペースで
歌を練習したり，楽器でレッスンを受けたり，日々パ
フォーマンスの向上をめざして練習を重ね，人前で発表
したりすることが「生涯音楽」である。
足腰の丈夫な若いうちから音楽に真剣に取り組み，音
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楽を生涯学習として学ぶことが，健康で豊かな老後への
第一歩であることを認識して欲しいと考えている。たと
え，車椅子生活や寝たきりの生活になったとしても，声
を出したり，音楽を聴いたりはできる。音楽は，人生最
後の時まで残された，貴重な表現手段でなのである。
北海道の６月から１０月は１年中でもっともさわやかな
良い季節である。この時期は，戸外へ飛び出し自然に親
しむことも大切だが，同時に生涯学習として多くの体験
を積む時期でもある。まず，身近な大学へ“生の音楽”
を聴きに足を運び，次に，江別市のえぽあホール，札幌
市のキタラホールなどの音楽専用ホールの響きを体験す
るため音楽会に足を運ぶ。今回の PAL６レクチャー・コ
ンサートは，そのための“きっかけ”つくりの位置づけ
である。また，人々が自ら音楽に対して積極的に興味を
もち，自分でも参加する音楽体験をもって仲間をつく
り，「生涯音楽」に繋げて欲しいと考えている。
大学と地域の音楽文化の連携をめざす試みとして，今
後もこの実践研究を継続したい。
※ 本研究は，北方圏学術情報センター・音楽教育研究
プロジェクトの研究助成によるものである。
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写真８ 曲の説明（鈴木しおり）
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Report on the Performance of “PAL６ Lecture Concert Ⅰ，Ⅱ”
―As an Attempt to Cooperate the University and the Regional Culture―
Shiori Suzuki Hokusho University School of Lifelong Learning Support Systems Department of Arts and Media Applications
Abstract
The Course of Music and the Seminar on piano performance of Hokusho University School of Lifelong
learning Support Systems Department of Art and Media Application held a“PAL６ Lecture Concert Ⅰ，Ⅱ”
in ２００８ and ２００９ for the purpose of the university extension to the area and the cooperation with the
inhabitants through music culture． The Education Research Project of Northern Regions Academic
Information Center participated in the ２nd concert in ２００９ as the cosponsor and took this plan as an object
of study and research of music promotion．This time，we report a summary of the enforcement plan，
program and result of questionnaire．
Key words：Musical promotion，University extension，Lecture concert，Lifelong music
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